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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

２　事業を構成する細事業の内容

３

４

５

６

8,000
8-5-1
(関連）

8-5-1
(関連）

細事業名

信州高等教育支援センター運
営事業

大学・地域連携事業補助金

信州で学ぼう！魅力発信事業

大学生海外インターンシップ
支援事業

〔ルートイングループ寄附金等
活用〕長野県飛び立て若者！
奨学金給付事業

29年度　実施内容（予定）

その他経費

人材育成・定着につながる支援、高等教育機関の設置支援、県内
外に向けた魅力発信事業などを総合的に行う組織を運営し、県と
して積極的に高等教育の充実に取り組む。

大学の知の拠点機能を活用し、地域と連携して地域課題の解決を
図る取組を支援する。

長野県で学ぶ魅力を県内外に発信し、県内大学などへの進学者
拡大を図る。
委託先（未定）、補助先（高等教育コンソーシアム信州）

産学官が連携し、意欲ある県内大学生の海外インターンシップを
支援する。

寄付金を財源として「ルートイングループ・永山勝利大学修学等支
援基金」を設け、奨学金給付事業を実施する。

行政嘱託員経費、「高等教育コンソーシアム信州」特別会員負担
金、事務費等

24,089

8-5-1
（一部）

28,056

長野県の高等教育機関の課題に対応し、県内への進学者を拡大させる。また、県内高等教育機関が、知の拠点として長野県の諸課題の解決、基盤強化に貢
献するとともに、それを支える人材育成に確かな役割を果たすよう振興に取り組む。具体的には、
○大学改革を積極的に支援することにより県内高等教育機関の魅力を向上させ、入学者増加を目指す。
○既存の県内大学にない学部や大学院等の新設を支援し、定員増加・受験生の選択肢を拡大を目指す。
○産学官の連携を促進し、海外インターンシップの支援等を通じて人材の育成と定着を支援する。
○経済的困難を有するだけでなく、親がいない又は親との関係が希薄である等の理由により学習の継続への動機付けが不足し、進学の道がとざされがちな環
境にありながらも、意欲ある学生を支援するための奨学金を給付する。

（主な実施内容：大学・地域連携事業補助金、信州で学ぼう！魅力発信事業、〔ルートイングループ寄附金等活用〕長野県飛び立て若者！奨学金給付事業など）

 概算事業費（B（A）+C） 109,579

（要求） （予算案）

概　算
人　件

費

 職員数（人） 4.00 5.00 5.00 5.00

成果指標
設定理由

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 　対　　応

30,689

4,000

0 13,615 7,284

28年度 29年度
No

プロジェクト

No （当初）

職員数

（人）

41,380 41,380 41,380

117,387 122,487 98,540

①③ 県内大学収容力、県内大学生インターンシップ参加率はKPIに沿って設定。
② 県内大学志願者数に関しては県内大学の魅力向上度を計るために設定。

 概算人件費 （Ｃ） 33,104

　その他 21,193 26,029 35,796 35,508

0
③

　国庫支出金 34,668 5,050 0

 決　　算　　額（B） 76,475

16.5%
（H28.4)

県内大学収容力

県内大学志願者数

県内大学生インターンシップ
参加率

12,266人
（H28.4）

17.5％

44,928 45,311 21,652

　県　債 0

18.0％
（H30.4 ）

維持向上

32.2%

16.3%
（H29.4)

12,300人
（H29.4）

28.2％

0 0 0
②

当初予算 31,328 70,957 81,107 57,160

前年度繰越 29,618 5,050
No

達成状況成果

29年度

目標値

28年度末
（見込）

成果指標 27年度末

目指す姿

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29要求 29予算案 指標及びその達成状況

予
算
額

合計（A) 86,080 76,007 81,107 57,160

補正予算 25,134 0
①

Aの
財源

　一般財源 30,219

現状
(予算編成時)

○県内の大学進学率は43.5％と全国平均の52.0％と比べて低く、また、県内高校出身者の県外流出率は82.9％と全国
平均の54.8％と比べて高い（H28)。よって県外に流出する学生の一部を県内に留め、県内大学への進学者を増加させ
るための取組が必要である。
○県内の大学等進学率は５割以上であるのに比べ、県内の児童養護施設に入所措置された児童のうち、大学等への
進学率は２～３割で推移しており、支援が必要である。

29年度予算額 57,160 千円

職員数 5.00 人

施策の
総合的展開

7-1　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実　

　　　　2　信州に根ざした世界に通じる人材の育成

　　　　5　すべての子どもの学びを保障する支援

プロジェクト

県民文化部 課・室 私学・高等教育課

実施期間 H26 E-mail shigaku-koto@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

8　教育再生プロジェクト（高等教育全体の振興）

事業番号 04 08 01 事業改善シート （29年度実施事業分）

事　業　名 高等教育振興費
部局

□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

81,107 57,160

5,0935,712 5,093

4,000

30,689

予算要求からの主な変更点 ・事業内容の見直しにより、大学・地域連携事業補助金等の経費を減額

合計 5.00

2.00

1.00

0.50

0.50

0.50

0.50

70,957

22,4628-5-1

5,100 5,248 5,223

4,871

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善
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